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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

 本標準は、グループ４またはグループ３ファクシミリなどのファクシミリ通信を介して連続階調カラー

画像データの交換を可能とする連続階調カラーデータ表現方式を記述するもので、２００３年７月にＩＴ

Ｕ－Ｔ ＳＧ１６においてＡＡＰが適用され勧告化されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４２に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

2.1 オプション選択項目 

 な し 

 

2.2 ナショナルマター決定項目 

 な し 

 

2.3 先行している項目 

 な し 

 

2.4 追加した項目 

 な し 

 

2.5 削除した項目 

 な し 

 

2.6 国際勧告に対する修正内容 

な し 

 

３．改版の履歴 

 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版 １９９５年４月２７日   制 定 

第２版 １９９７年４月２３日  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４２の改訂に伴う

Ｎビット／コンポーネント及びカラー

再生情報の拡張による改訂 

第３版 ２００４年６月３日 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４２の改訂に伴う

連続階調カラーと単色多値画像（ｓＹ

ＣＣ）オプション対応の改版 

４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 
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５．その他 

  (1)  参照勧告、標準等 

 ＩＴＵ－Ｒ勧告：  ＢＴ６０１－５ 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告： Ｔ．８１、Ｔ．４１１ 

 ＴＴＣ標準： ＪＴ－Ｔ４、ＪＴ－Ｔ３０、ＪＴ－Ｔ５６３、ＪＴ－Ｔ５０３、 

 ＪＴ－Ｔ５２１ 

 ＩＳＯ／ＩＥＣ標準： ＩＳＯ ５－１～４（１９８３－１９８５）、 

 ＩＳＯ １３６５５ 

 ＩＥＣ６１９６６－２－１ 

 ＣＩＥ出版物： CIE Publication No. 15.2 (1986) 
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１．本標準の目的 

(1) 本標準はグループ４またはグループ３ファクシミリなどのファクシミリ通信を介して連続階調カラ

ー画像データの交換を可能とする連続階調カラーデータ表現方式を定義する。 

 その目的はカラーデータの交換のための色空間、基準白色、光源のタイプ、色域範囲や色再現情報

を規定することである。 

(2) 本標準はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４とＪＴ－Ｔ３０またはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ５６３、ＪＴ－Ｔ５０３と

ＪＴ－Ｔ５２１の一部と共に、カラーファクシミリや他のテレマティークサービスで用いられるカラ

ー画像データフォーマットを定義する。 

 

２． 本標準の規定範囲 

(1) 本標準は受信側でカラー画像データを送信側で指定したとおりに再現することを可能とするカラー

表現方式を定義する。 

基本値はハードコピー（すなわちプリントされた）カラー画像データとソフトコピー（すなわち表示

された）カラー画像データに適用する。 

(2) あるサービスが本標準を用いて実行されるとき、全ての非基本機能はネゴシエーションを必要とする。 

 

３．参照勧告等 

 以下の参照は本文を通して本標準を構成する規定を含む。 

 示されている版は出版時点のものである。 

 全ての参照は改訂の問題があり、本標準のすべての使用者は以下に示された参照の最新版を適用すること

が望ましい。 

 

   ・ CIE Publication No. 15.2 (1986), Colorimetry, Second edition.（比色、第２版） 

   ・ ISO 5-1~4 (1983-1985), Photography – Density measurements.（写真濃度測定） 

   ・ ISO 13655, Graphic technology – Spectral measurement and colorimetric computation for graphic arts 

images.（グラフィック技術－グラフィックアート画像の分光測定および比色計算） 

   ・ IEC 61966-2-1 Amd.1 Ed. 1.0, Multimedia systems  and equipment  - Colour measurement and 

management – Part2-1:Colour management – Default RGB colour space – sRGB（マルチメディアシス

テムと機器－測色とカラーマネジメント－Part2-1:カラーマネジメント－デフォルトＲＧＢ色空

間-ｓＲＧＢ） 

 

４．定 義 

   ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４１１の定義が本標準に適用される。 

   ＣＩＥ 出版物Ｎｏ．１５．２が本標準に適用される。 

   ＩＥＣ６１９６６－２－１ Amd.1 Ed. 1.0 Annex F の定義が本標準に適用される。 

   本標準の目的のため次の定義が適用される。 

   ・ ＣＩＥＬＡＢ  これはＣＩＥ Ｌ
＊
ａ

＊
ｂ

＊
色空間を参照している。 

   ・ ＩＴＵ－ＹＣＣ これはＩＥＣ６１９６６－２－1 Amd.1 Ed. 1.0 Annex F のｓＹＣＣを参照し

ている。 

 

５．規 約 

   ＣＩＥ 出版物Ｎｏ．１５．２の規定が本標準に適用される。 

   ＩＥＣ６１９６６－２－1 Amd.1 Ed. 1.0 Annex F の規定が本標準に適用される。 
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   ＩＳＯ １３６５５の規定が本標準に適用される。 

 

６．色表現モデル 

6.1 概要 

 連続階調カラーデータを正確にかつ一意に表現するためには装置に依存しない交換のための色空間が必

要になる。 

 この色空間はハードコピー画像の色域とソフトコピー画像の色域を符号化すべきである。 

 次にこのモデルを用いた例を示す。 

 送信側は特定のスキャナシステムの照射光とフィルタ両方（もしくはどちらか）に依存する色空間を用い

てカラー原稿を走査する。 

 送信側は装置に依存した色データを交換色表現に変換する。 

 それから、送信側はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１（ＪＰＥＧ）の様な符号化アルゴリズムを用いてこのデータ

を符号化する。 

 受信側ではこの符号化データを受信する。 

 このデータは復号され装置依存の色空間に変換される。 

この色データ変換用の色表現を定義するためには交換データ表現の中で使用される基準白色、照射光や色

域範囲を規定する必要がある。 

より良い かつ／または より望ましい色再現のための正確な追加情報がオプションで定義されるかもし

れない。 

 

6.2 色表現 

 

6.2.1 ＣＩＥＬＡＢ色空間 

 

6.2.1.1 色空間規定 

 本標準では、ＣＩＥＬＡＢ色空間が主にハードコピー（すなわちプリントされた）カラー画像のための基

本値である。 

 分光測定データからＣＩＥ ＸＹＺ色空間への変換はＩＳＯ １３６５５に定義されている。（付録１参

照） 

 ＣＩＥ ＸＹＺ色空間からＣＩＥＬＡＢ実数値への変換はＣＩＥ 出版物Ｎｏ．１５．２に定義されてい

るものと同じである。（付録２参照） 

 基準白色、照射光データと色域範囲は 6.2.1.2 節と 6.2.1.3 節で規定される。 

 

6.2.1.2 基準白色と照射光データ 

 ＣＩＥ照射光Ｄ５０とその完全拡散反射面の基準白色（ X0=96.422、Y0=100.000、Z0=82.521）が基本値

である。その他の照射光や基準白色はオプションであり、使用する前にネゴシエーションされなければなら

ない。オプションの値は検討課題である。 

 

6.2.1.3 色域範囲 

 色域範囲の基本値は、Ｄ５０照射光下で観測される、各種のハードコピー装置で得られる色域を含むよう

に選ばれる。この範囲は、正確な定義で示せば、次のようになる。 
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[ ]
[ ]
[ ]

L* 0,100

a* 85,85

b* 75,125

=

= −

= −

 

 

 色域範囲は、明示的に先の定義で規定される最大値と最小値を除くと、通信で使用される信号空間の“オ

フセット”と“範囲”として表現される。 

 

実数値Ｌ
＊
ａ

＊
ｂ

＊
からＮＬＮaＮb表されるｎＬｎaｎbビット整数への計算は次のように行われる。 

 

( )
( )
( )

L L L L

a a a a

b b b b

N 2**n 1 / L*

N 2**n 1 / a *

N 2**n 1 / b*

= − × +  
= − × +  
= − × +  

範囲 オフセット

範囲 オフセット

範囲 オフセット

 

 

 ＮＬＮaＮb がｎＬｎaｎb ビット整数の場合の、基本範囲Ｌ
＊
、ａ

＊
、ｂ

＊
に対する“範囲”と“オフセット”

のペアは 

 

値 範囲 オフセット 

Ｌ
＊       100.00 0 

ａ
＊       170.00 2**(ｎa－1) 

ｂ
＊       200.00 2**(ｎb－2) ＋2**(ｎb－3) 

 

となる。 

 

８ビット値の場合、基本範囲に対する計算は以下のようになる。 

 

( )
( )
( )

L

a

b

N round 255./100. L*

N round 255./170. a * 128.

N round 255./ 200. b* 96.

= ×  
= × +  
= × +  

 

 

１２ビット値の場合、基本範囲に対する計算は以下のようになる。 

 

( )
( )
( )

L

a

b

N round 4095./100. L*

N round 4095./170. a * 2048.

N round 4095./ 200. b* 1536.

= ×  
= × +  
= × +  

 

 

他の色域範囲の値はオプションであり、使用の前にネゴシエーションされなければいけない。 

例えば、以下のオプションの範囲 
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[ ]
[ ]
[ ]

L* 0,100

a* 128,127

b* 128,127

=

= −

= −

 

 

は、８ビット値の場合の範囲とオフセットを用いて次のように表される。 

 

( )
( )
( )

L

a

b

N round 255./100. L*

N round 255./ 255. a * 128.

N round 255./ 255. b* 128.

= ×  
= × +  
= × +  

 

 

 

（注）１００より大きいＬ
＊
の値は許されているが、普通に再現できない。それは、ハードコピーでは蛍光

あるいは鏡面の反射によって作られるかもしれない色に相応する。ソフトコピーでは、画像データの

３刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚは、Ｙの最大値が１００を越えない条件下で縮小されなければならない。一般に

モニタや画像の最大値は縮小して使われるかもしれない。０より小さいＬ
＊
の値は物理的に意味を持

たない。 

 

 加えて、［－500,500］の範囲外のａ
＊
の値と［－200,200］の範囲外のｂ

＊
の値はＸ、Ｙ、Ｚの３刺激値か

ら計算できないし、何の意味も持たない。 

 

6.2.2 ＩＴＵ－ＹＣＣ空間 

 

6.2.2.1 色空間仕様 

本標準では、ＩＴＵ－ＹＣＣ空間は主にソフトコピーカラー画像データ（ディスプレイ用）の基本値であ

る。スペクトル測定データからＣＩＥ ＸＹＺへの変換は、IＳＯ １３６５５（付録１参照）に定義されて

いる。 

ＣＩＥ ＸＹＺカラー空間からＩＴＵ－ＹＣＣ実数値への変換は、ＩＥＣ ６１９６６－２－１Ａｍｄ．

１ Ｅｄ．１．０ ＡｎｎｅｘＦ（付録３参照）に定義されている変換と同じである。 

基準白色、照射光データ、色域範囲は、6.2.2.2 節と 6.2.2.3 節に規定されている。 

 

6.2.2.2 基準白色と照射光データ 

ＣＩＥ照射光Ｄ６５とその完全拡散反射面の基準白色（X0 =  95.047; Y0 = 100.000; Z0 = 108.883）が基本値

である。その他の照射光や基準白色は、ＩＴＵ－ＹＣＣに対しては許されてない。 

 

6.2.2.3 色域範囲 

 基本色域範囲は、正確な定義で示せば次のようになる。 

 

[ ]
[ ]
[ ]

Y 0,1

Cb 0.5,0.5

Cr 0.5,0.5

=

= −

= −
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 色域範囲は、先の定義で明確に規定される最小値と最大値を除くと、通信で使用される信号空間の“オフ

セット”と“範囲”として表現される。 

 実数値 YCbCr から NYNCbNCr で表現される nYnCbnCr ビットの整数値への計算は次のようになる。 

 

( )
( )
( )

Y L Y Y

Cb a Cb Cb

Cr b Cr Cr

N 2**n 1 / Y

N 2**n 1 / Cb

N 2**n 1 / Cr

= − × +  
= − × +  
= − × +  

範囲 オフセット

範囲 オフセット

範囲 オフセット

 

 

 

 NYNCbNCr が nYnCbnCr ビット整数の場合の基本範囲 Y、Cb、Cr に対する“範囲”と“オフセット”のペ

アは、つぎのとおり。 

 

 

 

 ８ビット値の場合、基本範囲に対する計算は以下のようになる。 

 

( )
( )
( )

Y

Cb

Cr

N round 255./1. Y

N round 255./1. Cb 128.

N round 255./1. Cr 128.

= ×  
= × +  
= × +  

 

 

 他の色域範囲の値はオプションであり、使用する前にネゴシエーションされなければならない。 

たとえば、以下のオプションの範囲 

 

[ ]
[ ]
[ ]

Y 0,1.0

Cb 1.0,1.0

Cr 1.0,1.0

=

= −

= −

 

 

は、１０ビット値の場合の範囲とオフセットを用いて次のように表される。 

 

( )
( )
( )

Y

Cb

Cr

N round 1023./1. Y

N round 1023./ 2. Cb 512.

N round 1023./ 2. Cr 512.

= ×  
= × +  
= × +  

 

変数 範囲 オフセット 

Y 1.00 0 

Cb 1.00 2**(nCb – 1) 

Cr 1.00 2**(nCr – 1) 
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７．色再現情報 

 

カラー画像データに対する絶対値（ Ｌ＊
ａ

＊
ｂ

＊
）に加えて、色再現情報がオプションで与えられるかもしれ

ない。この情報はより良い かつ／または より望ましい色再現のために使用されるかもしれない。この情報

を表７－１／ＪＴ－Ｔ４２に示す。色再現情報は基本機能ではない。 
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表７－１／ＪＴ－Ｔ４２ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４２） 

色再現情報一覧 

No. 受信側から送信側へ 送信側から

受信側へ 

データの型 

1 デバイスホワイト 

（ハードコピーでの紙の白、 

  ソフトコピーでのモニタの白） 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ（注） 

白 

ＣＩＥＬＡＢ 

又は 

ＩＴＵ－ＹＣＣ 

2 デバイスブラック 

（ハードコピーのシアン＋マゼンダ＋黄あるいは黒着色剤、 

  ソフトコピーのモニタの黒） 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ（注） 

黒 

ＣＩＥＬＡＢ 

又は 

ＩＴＵ－ＹＣＣ 

3 デバイスシアン 

（ハードコピーのシアン着色剤、 

  ソフトコピーの緑＋青の蛍光体） 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ（注） 

シアン 

ＣＩＥＬＡＢ 

又は 

ＩＴＵ－ＹＣＣ 

4 デバイスマゼンダ 

（ハードコピーのマゼンダ着色剤、 

  ソフトコピーの青＋赤の蛍光体） 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ（注） 

マゼンダ 

ＣＩＥＬＡＢ 

又は 

ＩＴＵ－ＹＣＣ 

5 デバイスイエロー 

（ハードコピーの黄着色剤、 

  ソフトコピーの赤＋緑の蛍光体） 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ（注） 

黄 

ＣＩＥＬＡＢ 

又は 

ＩＴＵ－ＹＣＣ 

6 デバイスレッド 

（ハードコピーのマゼンダ＋黄の着色剤、 

  ソフトコピーの赤蛍光体） 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ（注） 

赤 

ＣＩＥＬＡＢ 

又は 

ＩＴＵ－ＹＣＣ 

7 デバイスグリーン 

（ハードコピーのシアンの着色剤、 

  ソフトコピーの緑蛍光体） 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ（注） 

緑 

ＣＩＥＬＡＢ 

又は 

ＩＴＵ－ＹＣＣ 

8 デバイスブルー 

（ハードコピーのシアン＋マゼンダの着色剤、 

  ソフトコピーの青蛍光体） 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ（注） 

青 

ＣＩＥＬＡＢ 

又は 

ＩＴＵ－ＹＣＣ 

 

（注）オリジナルとは入力装置の色域に制限されるだけでなく、時には元の画像データの色域と一致する事

を意味している。 
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付録１ 

（ＪＴ－Ｔ４２に対する） 

分光測定からの比色計算方法 

 

 以下はＩＳＯ１３６５５（グラフィック技術－グラフィックアート画像のための分光測定と比色計算）の

内容から適要したものである。 

 

 測色データは、少なくとも４００ｎｍから７００ｎｍを含め、２０ｎｍを越えない間隔で、測定されなけ

ればならない。分光データの基準は、強度の半値幅が１０ｎｍの三角形分光分布による１０ｎｍ間隔の値と

して計算されたデータを基本として用いるべきである。測定はＩＳＯ５－４ 4.7 章で定義された様に、黒い

裏板上にサンプルを置いて行われる。反射率測定の幾何学的条件はＩＳＯ５－４で定義された 45 度入射０

度受光または０度入射 45 度受光である。測定の分解能は完全基準拡散反射面に対して 0.01％に近い値でな

ければならない。 

 

 Ｄ５０照射光下での基準白色の３刺激値はＸ０＝96.422、Ｙ０＝100.000、Ｚ０＝82.521 と定義される。 Ｄ

５０照射光と２度視野に対する分光重価係数は付表１－１／ＪＴ－Ｔ４２で与えられる。 Ｄ６５照射光下

での基準白色の３刺激値はＸ０＝95.047、Ｙ０＝100.000、Ｚ０＝108.883 と定義される。 Ｄ６５照射光と２度

視野に対する分光重価係数は付表１－２／ＪＴ－Ｔ４２で与えられる。 これらの重価係数Ｗｘ，Ｗｙ，Ｗ

ｚは３刺激値を得るために以下の式により３６０ｎｍから７８０ｎｍの範囲の波長λに対して総和が求め

られる。 

 

 Ｘ＝Σλ（Ｒ（λ）Ｗｘ（λ）） 

 

Ｒは波長（λ）の関数としての反射率の値である。 
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付表１－１／ＪＴ－Ｔ４２ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４２） 

１０ｎｍ間隔での３刺激値計算のためのＤ５０照射光と２度視野における分光重価係数 
 
      波長 (nm)       Ｗ（Ｘ）      Ｗ（Ｙ）      Ｗ（Ｚ） 
 
       ３６０ 0.000 0.000 0.001 
       ３７０ 0.001 0.000 0.005 
       ３８０ 0.003 0.000 0.013 
       ３９０ 0.012 0.000 0.057 
       ４００ 0.060 0.002 0.285 
       ４１０ 0.234 0.006 1.113 
       ４２０ 0.775 0.023 3.723 
       ４３０ 1.610 0.066 7.862 
       ４４０ 2.453 0.162 12.309 
       ４５０ 2.777 0.313 14.647 
       ４６０ 2.500 0.514 14.346 
       ４７０ 1.717 0.798 11.299 
       ４８０ 0.861 1.239 7.309 
       ４９０ 0.283 1.839 4.128 
       ５００ 0.040 2.948 2.466 
       ５１０ 0.088 4.632 1.447 
       ５２０ 0.593 6.587 0.736 
       ５３０ 1.590 8.308 0.401 
       ５４０ 2.799 9.197 0.196 
       ５５０ 4.207 9.650 0.085 
       ５６０ 5.657 9.471 0.037 
       ５７０ 7.132 8.902 0.020 
       ５８０ 8.540 8.112 0.015 
       ５９０ 9.255 6.829 0.010 
       ６００ 9.835 5.838 0.007 
       ６１０ 9.469 4.753 0.004 
       ６２０ 8.009 3.573 0.002 
       ６３０ 5.926 2.443 0.001 
       ６４０ 4.171 1.629 0.000 
       ６５０ 2.609 0.984 0.000 
       ６６０ 1.541 0.570 0.000 
       ６７０ 0.855 0.313 0.000 
       ６８０ 0.434 0.158 0.000 
       ６９０ 0.194 0.070 0.000 
       ７００ 0.097 0.035 0.000 
       ７１０ 0.050 0.018 0.000 
       ７２０ 0.022 0.008 0.000 
       ７３０ 0.012 0.004 0.000 
       ７４０ 0.006 0.002 0.000 
       ７５０ 0.002 0.001 0.000 
       ７６０ 0.001 0.000 0.000 
       ７７０ 0.001 0.000 0.000 
       ７８０ 0.000 0.000 0.000 
 
       総和 Ｘ＝96.421 Ｙ＝99.997 Ｚ＝82.524 
 
（注） この付表はＡＳＴＭＥ３０８－１９８５から得られる。総和は、分光重価係数のチェックサムとし

て求められ、基準白色の３刺激値の基準ではない。 
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付表１－２／ＪＴ－Ｔ４２ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４２） 

１０ｎｍ間隔での３刺激値計算のためのＤ６５照射光と２度視野における分光重価係数 
 
      波長 (nm)       Ｗ（Ｘ）      Ｗ（Ｙ）      Ｗ（Ｚ） 
 
       ３６０ 0.000 0.000 0.001 
       ３７０ 0.002 0.000 0.010 
       ３８０ 0.006 0.000 0.026 
       ３９０ 0.022 0.001 0.104 
       ４００ 0.101 0.003 0.477 
       ４１０ 0.376 0.010 1.788 
       ４２０ 1.200 0.035 5.765 
       ４３０ 2.396 0.098 11.698 
       ４４０ 3.418 0.226 17.150 
       ４５０ 3.699 0.417 19.506 
       ４６０ 3.227 0.664 18.520 
       ４７０ 2.149 0.998 14.137 
       ４８０ 1.042 1.501 8.850 
       ４９０ 0.333 2.164 4.856 
       ５００ 0.045 3.352 2.802 
       ５１０ 0.098 5.129 1.602 
       ５２０ 0.637 7.076 0.791 
       ５３０ 1.667 8.708 0.420 
       ５４０ 2.884 9.474 0.202 
       ５５０ 4.250 9.752 0.086 
       ５６０ 5.626 9.419 0.037 
       ５７０ 6.988 8.722 0.019 
       ５８０ 8.214 7.802 0.014 
       ５９０ 8.730 6.442 0.010 
       ６００ 9.015 5.351 0.007 
       ６１０ 8.492 4.263 0.003 
       ６２０ 7.050 3.145 0.001 
       ６３０ 5.124 2.113 0.000 
       ６４０ 3.516 1.373 0.000 
       ６５０ 2.167 0.818 0.000 
       ６６０ 1.252 0.463 0.000 
       ６７０ 0.678 0.248 0.000 
       ６８０ 0.341 0.124 0.000 
       ６９０ 0.153 0.055 0.000 
       ７００ 0.076 0.027 0.000 
       ７１０ 0.040 0.014 0.000 
       ７２０ 0.018 0.006 0.000 
       ７３０ 0.009 0.003 0.000 
       ７４０ 0.005 0.002 0.000 
       ７５０ 0.002 0.001 0.000 
       ７６０ 0.001 0.000 0.000 
       ７７０ 0.000 0.000 0.000 
       ７８０ 0.000 0.000 0.000 
 
       総和 Ｘ＝95.049 Ｙ＝99.999 Ｚ＝108.882 
 

（注） この付表はＡＳＴＭＥ３０８－１９８５から得られる。総和は、分光重価係数のチェックサムとし

て求められ、基準白色の３刺激値の基準ではない。 
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付録２ 

（ＪＴ－Ｔ４２に対する） 

ＣＩＥ ＸＹＺ値からＣＩＥＬＡＢ実数値の計算 

 

 ＣＩＥＬＡＢ実数値はＸ、Ｙ、Ｚの３刺激値から計算される。ここで、Ｘ、Ｙ、Ｚは本標準の付録１の手

順で測定される。Ｘｎ，Ｙｎ，Ｚｎは基準白色の３刺激値である。 

 

 以下の値を使用する 

 

( )

( ) ( )

( ) ( )

1 3

1 3 1 3

1 3 1 3

L* 116 Y / Yn 16 Y / Yn 0.008856
L* 903.3Y / Yn Y / Yn 0.008856

a* 500 X / Xn Y / Yn

b* 200 Y / Yn Z / Zn

= − >

= ≤

 = − 
 = − 

 

 
 加えて、Ｘ／Ｘｎ、Ｙ／Ｙｎ、Ｚ／Ｚｎの比のどれかが 0.008856 以下だったなら、上の式のＦ

１／３
は 7.7867

Ｆ＋16/116 に置き換えられる。 ここで、ＦはＸ／Ｘｎ、Ｙ／Ｙｎ、Ｚ／Ｚｎのいずれかである。 

 

 

  

 

  

 

 



 － 16 － ＪＴ－Ｔ４２ 

付録３ 

（ＪＴ－Ｔ４２に対する） 

ＣＩＥ ＸＹＺ値からＩＴＵ－ＹＣＣ実数値の計算 

 

 ＩＴＵ－ＹＣＣ実数値はＸ、Ｙ、Ｚの３刺激値から計算される。ここで、Ｘ、Ｙ、Ｚは本標準

の付録１の手順で測定される３刺激値である。 

 ＣＩＥ １９３１  ＸＹＺ 値は、下記のように非線形ｓＲ’Ｇ’Ｂ’値に変えることができる。 

 

































−
−

−−
=

















Z
Y
X

 , , ,
 , , ,
 , , ,

B
G
R

005710204070550
504108875199680
649802537162403

sRGB

sRGB

sRGB

   （付式３．１） 

 

Ｎ－ビット／チャンネル符号化の場合、十分な精度の小数点を持った付式３．２のマトリ

ックスの逆マトリックス係数に付式３．１のマトリックス係数で置き換えることが推奨さ

れる。  

 
































=

















sRGB

sRGB

sRGB

595002119030190
207202715062120
518006357044120

B
G
R

 , , ,
 , , ,
 , , ,

Z
Y
X

     （付式３．２）  

 

例えば、６つの少数点の下記のマトリックスは１６－ビット／チャンネルのケースで十分

な精度を持っている。  

 

































−
−

−−
=

















Z
Y
X

 , , ,
 , , ,
 , , ,

B
G
R

955905610211204071010550
517504107561875193079680
628649802080537162552403

sRGB

sRGB

sRGB

    （付式３．３）  

 

ＹＣＣコード化プロセスにおいて、負のｓＲＧＢ３刺激値と１、０より大きいｓＲＧＢ３

刺激値が保持される。  

 

If 81300030sRGBsRGBsRGB   ,B,G,R −<  

( )( )

( )( )

( )( ) 055,0055,1

055,0055,1

055,0055,1

4,2/0,1
sRGBsRGB

4,2/0,1
sRGBsRGB

4,2/0,1
sRGBsRGB

+−×−=′

+−×−=′

+−×−=′

BB

GG

RR

       （付式３．４） 

If 8130003081300030 sRGBsRGBsRGB   ,B,G,R  , ≤≤− ,   
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sRGBsRGB

sRGBsRGB

sRGBsRGB

9212
9212
9212

B,B
G,G
R,R

×=′
×=′
×=′

                     （付式３．５） 

If 81300030sRGBsRGBsRGB   ,B,G,R > ,  

( )( )

( )( )

( )( ) 05500551

05500551

05500551

4201
sRGBsRGB

4201
sRGBsRGB

4201
sRGBsRGB

,B,B

,G,G

,R,R

,/,

,/,

,/,

−×=′

−×=′

−×=′

             （付式３．６） 

 

非線形ｓＲ’Ｇ’Ｂ’とＹＣＣの関係は、次のように定義される。 

 

















′
′
′

















−−
−−=

















sRGB

sRGB

sRGB

308107418005000
050003331071680
011400587002990

B
G
R

 , , ,
 , , ,
 , , ,

Cr
Cb
Y

      (付式３．７) 

 

注：付式３．７の係数はＩＴＵ－Ｒ勧告ＢＴ６０１－５において定義されている。ＩＴＵ－Ｒ勧

告ＢＴ６０１－５は３桁の少数位精度にＹＣＣのＹを定義する。 
 

 

 




